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▼
今
年
も
「
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
川
柳
」
上
位
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
毎
年
世
相
と

男
性
の
悲
哀
を
上
手
く
表

し
て
る
と
感
心
し
ま
す
。

１
位
は
「
皮
下
脂
肪
資
源

に
で
き
れ
ば
ノ
ー
ベ
ル
賞
」

見
事
で
す
。
２
位
「
湧
き

ま
し
た
、
妻
よ
り
や
さ
し

い
風
呂
の
声
」
そ
の
と
お

り
、
３
位
「
妖
怪
か
ヨ
ー

出
る
、
ヨ
ー
出
る
妻
の
愚

痴
」
何
も
い
え
ま
せ
ん
。

「
記
念
日
に
、
今
日
は
何

の
日
？
燃
え
る
ゴ
ミ
」

「
増
え
て
い
く
、
暗
証
番

号
、
減
る
記
憶
」
「
あ
ゝ

定
年
、
こ
れ
か
ら
妻
が
我

が
上
司
」
「
オ
レ
オ
レ
と

ア
レ
ア
レ
増
え
る
高
齢
化
」

な
ど
で
す
。
ま
さ
し
く
素

直
に
実
感
し
て
い
る
の
は

小
生
だ
け
で
し
ょ
う
か
？

▼
ど
う
し
て
安
倍
さ
ん
は

戦
争
を
し
た
が
る
の
で
し
ょ

う
か
。
「
後
方
支
援
で
安

全
だ
」
「
攻
撃
さ
れ
た
ら

安
全
な
と
こ
ろ
に
退
避
す

る
」
「
今
ま
で
と
少
し
も

変
わ
り
ま
せ
ん
」
こ
ん
な

答
弁
を
繰
り
返
す
国
会
。

何
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、

「
平
和
安
全
法
制
」
な
る

も
の
作
る
必
要
な
い
。
大

多
数
の
憲
法
学
者
が
「
憲

法
に
反
す
る
」
違
憲
だ
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
ア
メ

リ
カ
の
戦
争
に
加
担
す
る

だ
け
の
「
戦
争
立
法
」
。

絶
対
阻
止
し
な
け
れ
ば
だ

め
で
す
。

在
真
（
あ
る
ま
）
く
ん

平
成
26
年
12
月
24
日
生
ま
れ

石
川
慎
治
さ
ん
（
大
和
）

６
月
12
日
（
金
）
、
福

岡
市
天
神
の
警
固
公
園
で

「
戦
争
す
る
国
に
し
な
い

抗
議
集
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

集
会
で
は
「
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
撤
回
」
「
辺

野
古
新
基
地
移
設
問
題
」

「
憲
法
９
条
改
正
反
対
」

等
、
戦
争
反
対
を
訴
え
ま

し
た
。

デ
モ
行
進
で
は
、
「
憲

法
９
条
改
正
反
対
」
「
戦

争
反
対
」
等
の
プ
ラ
カ
ー

ド
を
持
ち
、
「
軍
事
費
を

暮
ら
し
に
ま
わ
せ
！
」

「
大
切
な
人
を
戦
争
に
行

か
せ
な
い
！
」
等
と
、
天

神
周
辺
を
皆
で
シ
ュ
プ
レ
ー

ヒ
コ
ー
ル
し
ま
し
た
。

「
安
倍
政
権
」
に
よ
り

戦
争
が
で
き
る
国
に
な
り

つ
つ
あ
る
こ
の
現
状
を
絶

対
に
、
と
め
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
戦

争
を
し
て
良
い
こ
と
な
ど
、

一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
小

さ
な
子
供
た
ち
に
も
、
戦

争
で
命
を
奪
わ
れ
る
よ
う

な
こ
と
が
絶
対
に
な
い
よ

う
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が

声
を
あ
げ
て
、
何
と
し
て

で
も
今
の
「
安
倍
暴
走
政

治
」
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

（
本
田
通
信
員
）

６
月
７
日
（
日
）
、
福

岡
市
舞
鶴
公
園
に
て
「
ス

ト
ッ
プ
再
稼
働
！
３
万
人

大
集
会
デ
モ
」
が
開
催
さ

れ
、
１
万
５
０
０
０
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。

川
内
原
発
建
設
反
対
連

絡
協
議
会
会
長
・
鳥
原
良

子
氏
は
、
「
九
州
電
力
・

安
倍
政
権
は
、
労
働
者
の

闘
い
に
よ
り
長
ら
く
稼
働

さ
せ
て
い
な
か
っ
た
川
内

原
発
１
号
機
を
、
８
月
中

に
も
再
稼
働
さ
せ
る
つ
も

り
だ
。
原
発
事
故
よ
り
４

年
経
っ
た
今
、
何
も
解
決

し
て
い
な
い
と
い

う
状
況
の
中
で
再

稼
働
の
動
き
は
被

害
者
に
と
っ
て
信

じ
が
た
い
」
ま
た
、

福
島
原
発
告
訴
団

長
・
武
藤
類
子
氏

は
、
「
東
電
福
島

第
１
原
発
事
故
の

被
災
者
へ
の
賠
償

を
早
期
打
ち
切
る

為
に
、
被
災
住
民

を
汚
染
さ
れ
た
故

郷
に
無
理
矢
理
帰
還
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
。
市
民

の
思
い
や
意
見
を
全
く
受

け
入
れ
て
く
れ
な
い
。
県

や
市
に
怒
り
を
感
じ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
事
を
絶

対
に
許
す
こ
と
は
で
き
な

い
！
」
と
う
っ
た
え
ま
し

た
。
「
原
発
再
稼
働
絶
対

反
対
！
」
と
声
を
あ
げ
、

訴
え
を
響
か
せ
、
再
稼
働

許
さ
な
い
等
の
宣
言
を
参

加
者
で
確
認
し
ま
し
た
。

集
会
後
は
市
内
を
「
原

発
再
稼
働
絶
対
反
対
！
」

と
皆
で
声
を
あ
げ
行
進
。

「
原
発
い
ら
な
い
！
」
と
、

デ
モ
行
進
に
参
加
す
る
子

供
た
ち
の
姿
も
見
え
、
子

供
た
ち
を
守
る
為
に
も
私

た
ち
の
暮
ら
し
を
守
る
為

に
も
、
安
心
で
安
全
な
日

本
で
あ
る
様
こ
れ
か
ら
も

多
く
の
仲
間
と
一
体
と
な

り
闘
っ
て
い
き
ま
す
。

（
本
田
通
信
員
）

戦争立法の反対宣伝

行動を毎週金曜日にゆ

めタウン前の交差点に

て実施します。戦争立

法反対の声をひろげる

ためにもみなさんの参

加をお願いします。

プラカードとシュプレヒコールで西鉄天神駅周辺に戦争反対をアピール

原発はいらないと大勢の人が参加
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６
月
３
日
～

４
日
に
第
40
回

全
国
被
害
者
総

行

動

デ

ー

が

「
な
く
せ
公
害

ま
も
ろ
う
地
球

環
境
」
と
銘
う
っ

て
今
年
も
東
京

で
公
害
被
害
者

39
団
体
と
、
支

援
す
る
労
働
組

合
等
38
団
体
が

参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省

交
渉
を
大
阪
泉

南
ア
ス
ベ
ス
ト

国
家
賠
償
原
告

団
、
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟
統
一
本
部
の
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
行
い

「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

者
補
償
基
金
の
創
設
す
る

こ
と
」
な
ど
５
項
目
に
わ

た
る
要
請
。

交
渉
で
は
大
牟
田
か
ら

参
加
し
た
遺
族
原
告
の
石

橋
う
め
子
さ
ん
が
九
州
を

代
表
し
て
、
こ
れ
か
ら
沢

山
出
て
く
る
被
害
者
の
た

め
に
も
補
償
基
金
は
絶
対

必
要
と
亡
く
な
っ
た
ご
主

人
の
実
態
を
紹
介
し
な
が

ら
訴
え
ま
し
た
。

夜
は
日
比
谷
公
会
堂
で
、

大
気
汚
染
、
カ
ネ
ミ
、
薬

害
、
化
学
兵
器
、
ミ
ナ
マ

タ
、
有
明
、
川
辺
川
、
瀬

戸
内
、
道
路
、
基
地
騒
音
、

原
発
事
故
被
害
、
玄
海
原

発
、
そ
し
て
ア
ス
ベ
ス
ト

な
ど
、
全
国
で
闘
っ
て
い

る
１
０
０
０
人
も
の
被
害

者
や
支
援
者
が
あ
つ
ま
り

決
起
集
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
集
会
で
大
阪

泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト
の
最
高

裁
判
決
「
勝
訴
」
の
旗
が
、

泉
南
の
仲
間
か
ら
建
設
に

引
き
渡
さ
れ
、
会
場
か
ら

割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が

沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

翌
４
日
は
、
朝
８
時
半

よ
り
農
林
水
産
庁
省
前
で

出
勤
し
て
く
る
職
員
へ

「
よ
み
が
え
れ
有
明
海
」

訴
訟
団
の
一
刻
も
早
く
判

決
に
基
づ
き
開
門
せ
よ
と

の
宣
伝
行
動
に
参
加
し
、

福
島
原
発
被
害
者
の
東
京

電
力
本
社
前
で
の
抗
議
集

会
で
は
、
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
も
原
発
も
全
て
の
公
害

被
害
の
根
っ
こ
は
一
緒
と

連
帯
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
と
連
帯
の
挨
拶
を
石
原

律
子
副
団
長
が
お
こ
な
い

ま
し
た
。
（
矢
野
通
信
員
）

６
月
４
、
５
日
に
福
岡

市
内
に
て
、
「
建
設
労
働

者
の
賃
金
確
保
・
労
働
条

件
改
善
」
を
求

め
、
九
地
協
企

業
交
渉
が
行
わ

れ
、
大
牟
田
支

部
か
ら
は
大
橋

副
支
部
長
が
参

加
し
ま
し
た
。

【
大
橋
耕
二

副
支
部
長
】

大
手
ゼ
ネ
コ

ン
や
住
宅
企
業
、

整
備
局
に
対
し

て
の
交
渉
に
、

私
は
戸
田
建
設
、

竹
中
工
務
店
、

清
水
建
設
へ
10

人
で
班
を
組
み

交
渉
に
行
き
ま
し
た
。

第
１
に
元
請
と
し
て
適

正
賃
金
や
福
利
厚
生
費
が

確
保
さ
れ
る
契
約
を
し
て

い
る
か
の
確
認
を
し
ま
し

た
が
、
日
建
連
か
ら
の
文

章
が
き
て
い
る

の
で
し
て
い
る

と
の
回
答
で
し

た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
１
次
下

請
ま
で
と
の
報

告
で
し
た
の
で
、

２
次
３
次
、
そ

し
て
末
端
業
者

・
労
働
者
に
も

責
任
を
も
っ
て

く
れ
と
追
及
し

ま
し
た
が
、
他

人
ご
と
の
よ
う

な
回
答
で
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト

関
連
疾
患
が
発

見
さ
れ
た
場
合

の
就
労
・
施
工
証
明
書
の

交
付
に
つ
い
て
も
聞
き
ま

し
た
。
そ
う
い
っ
た
事
例

や
事
故
が
判
明
し
確
認
で

き
れ
ば
交
付
す
る
と
の
事
。

災
害
防
止
対
策
を
し
て
い

る
か
、
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判

に
つ
い
て
も
知
っ
て
い
る

か
と
の
問
い
に
も
、
ど
の

企
業
の
回
答
も
無
関
心
で

あ
っ
た
こ
と
が
残
念
で
た

ま
ら
な
か
っ
た
。

現
場
の
声
を
直
接
届
け

て
い
く
た
め
に
も
組
合
員

の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
ま
だ
ま

だ
協
力
が
必
要
で
す
。
今

後
も
労
働
組
合
の
団
結
の

ち
か
ら
で
企
業
交
渉
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

６
月
16
日
（
火
）
JR
大

牟
田
駅
前
に
て
、
全
建
総

連
大
型
宣
伝
カ
ー
に
よ
る

増
税
反
対
宣
伝
を
行
い
ま

し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
の

中
で
の
宣
伝
行
動
で
し
た

が
、
11
名
の
参
加
で
行
い

ま
し
た
。
足
早
に
駅
へ
と

向
か
う
人
た
ち
へ
大
型
マ

イ
ク
で
の
街
頭
宣
伝
と
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
配
布
し
て
増
税
反

対
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

国
民
の
生
活
を
顧
み
ず
、

さ
ら
な
る
増
税
を
続
け
よ

う
と
す
る
安
倍
内
閣
へ
反

対
の
声
を
上
げ
よ
う
と
訴

え
る
と
、
傘
を
差
し
た
ま

ま
足
を
止
め
て
耳

を
傾
け
る
人
も
見

ら
れ
、
な
か
に
は

「
安
倍
内
閣
は
ダ

メ
だ
。
全
然
生
活

が
よ
く
な
ら
な
い
。

こ
の
上
ま
た
消
費

税
が
上
が
っ
た
ら

も
う
生
活
で
き
な

い
。
」
と
嘆
い
て

お
ら
れ
る
お
年
寄

り
の
方
も
い
ま
し

た
。多

く
の
方
が
同
じ
よ
う

な
不
満
と
不
安
を
持
っ
て

い
ま
す
。
多
く
の
国
民
の

思
い
を
伝
え
る
た
め
に
も
、

さ
ら
な
る
宣
伝
行
動
を
続

け
、
皆
で
増
税
反
対
の
声

を
上
げ
て
世
論
を
動
か
し
、

何
と
し
て
も
増
税
ス
ト
ッ

プ
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

（
小
山
田
通
信
員
）

「頑張って下さい」と応援の声も

厚生労働省にて要請行動

７月13日より福岡高裁でのたたかいが始まりま

す。地裁では国の責任は認められたものの企業責

任と一人親方の補償については棄却されました。

高裁でこの壁を突き破ることが重要です。当日は、

支部からも支援参加として福岡高裁へ行きます。

みなさんの参加をお願いします。

勝訴の旗を泉南の仲間から引き渡される石橋さん

雨の中、宣伝カーから訴え

事務所の待合室に、アスベスト闘争支援の物販

コーナーを設けています。島原手延そうめん（大

・1500円、小・800円）、マルエ醤油麺つゆ

（400円）、レトルトカレー4食入り（800円）

大橋副支部長



３
日
（
金
）
連
続
法
律
講
座
③

組
合
事
務
所

３
日
（
金
）
戦
争
立
法
反
対
宣
伝

東
新
町
交
差
点

４
～
５
日

大
会
議
案
討
議

県
本
部
会
館

７
～
８
日

源
泉
徴
収
相
談
会

組
合
事
務
所

８
日
（
水
）
特
定
保
健
指
導
説
明
会

組
合
事
務
所

10
日
（
金
）
労
働
安
全
学
習
会

組
合
事
務
所

10
日
（
金
）
戦
争
立
法
反
対
宣
伝

東
新
町
交
差
点

13
日
（
月
）
ア
ス
ベ
ス
ト
高
裁
第
１
回
審
議

福
岡
高
裁

17
日
（
金
）
戦
争
立
法
反
対
宣
伝

東
新
町
交
差
点

18
日
（
土
）
県
社
保
協
定
期
総
会

22
日
（
水
）
パ
ソ
コ
ン
会
計
教
室

組
合
事
務
所

22
日
（
水
）
平
和
行
進
大
牟
田
入
り

四
ツ
山
～

23
日
（
木
）
平
和
行
進

～
船
小
屋

24
日
（
金
）
本
部
４
役
会
議

県
本
部
会
館

24
日
（
金
）
戦
争
立
法
反
対
宣
伝

東
新
町
交
差
点

28
日
（
火
）
本
部
５
役
会
議

県
本
部
会
館

29
日
（
水
）
高
齢
受
給
者
証
交
付
説
明
会

組
合
事
務
所

31
日
（
金
）
戦
争
立
法
反
対
宣
伝

東
新
町
交
差
点

31
日
（
金
）
新
加
入
者
教
室

組
合
事
務
所

31
日
（
金
）
中
建
保
険
証
交
付
会

組
合
事
務
所

１
日
（
土
）
本
部
執
行
委
員
会

県
本
部
会
館

２
日
（
日
）
県
青
年
部
委
員
会

県
本
部
会
館

３
日
（
月
）
支
部
執
行
委
員
会

組
合
事
務
所

新

組

合

員

さ

ん

紹

介

者

氏

名

職

種

所
属

氏

名

所
属

文
田

省
吾

機
械
運
転

荒

尾

事

業

所

堤

正
則

内
装
工

歴
木
Ｂ

大
橋

耕
二

船

津

杉
島

範
泰

電

工

事
業
所

大
野

直
人

事
業
所

秋
吉

進

設
備
工

荒

尾

事

業

所

吉
田

利
夫

塗
装
工

田

隈

三
宅

俊
之

船

津

吉
田

修
治

配
管
工

勝

立

寺
田

秀
一

勝

立

松
本

克
巳

電

工

荒

尾

山
田

真
輝

荒

尾

毎
月
の
収
支
計
算
を
実
際
に
会
計
ソ

フ
ト
に
入
力
し
な
が
ら
の
パ
ソ
コ
ン
会

計
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
７
月
は
22
日
（
水
）
の

午
後
１
時
か
ら
で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

（３） ２０１５年 ７月１日 あ し ば 第５１０号

６
月
13
日
（
土
）
組
合

事
務
所
近
く
に
あ
る
『
新

み
な
と
』
に
て
、
県
内
で

拡
大
目
標
を
１
番
乗
り
で

達
成
し
た
こ
と
と
、
建
設

職
人
ま
つ
り
を
２
０
０
０

人
を
超
え
る
来

場
者
で
大
成
功

さ
せ
た
こ
と
を

祝
っ
て
、
職
人

ま
つ
り
の
実
行

委
員
41
名
の
参

加
で
ご
苦
労
さ

ん
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

「
仕
事
で
忙

し
い
中
で
の
ま

つ
り
の
準
備
は

本
当
に
大
変
だ
っ

た
け
ど
、
み
ん

な
で
頑
張
っ
た

分
、
沢
山
の
人

た
ち
に
楽
し
ん

で
も
ら
う
こ
と

が
で
き
て
よ
か
っ

た
。
」
「
毎
年

拡
大
月
間
中
は
い
ろ
ん
な

現
場
で
声
か
け
し
て
も
な

か
な
か
拡
大
の
成
果
が
出

な
か
っ
た
が
、
今
年
50
周

年
の
記
念
の
年
に
拡
大
目

標
達
成
で
き
た
こ
と
は
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
」

「
要
求
実
現
の
た
め
、
ま

だ
ま
だ
組
織
を
大
き
く
し

て
い
く
ぞ
！
」
な
ど
、
各

分
会
よ
り
ま
つ
り
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
と
拡
大
月

間
に
つ
い
て
の
報
告
、
新

年
度
に
む
け
て
の
決
意
表

明
も
あ
り
、
ご
苦
労
さ
ん

会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

来
月
か
ら
新
年
度
の
拡

大
準
備
月
間
が
始
ま
り
ま

す
！現

在
、
組
合
事
務
所
で

は
社
会
保
険
未
加
入
問
題

で
の
相
談
で
訪
れ
る
人
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。

現
場
で
の
組
合
未
加
入
仲

間
へ
「
た
よ
り
に
な
る
福

建
労
」
の
声
掛
け
と
紹
介

を
お
願
い
し
ま
す
！

ノ
リ
に
乗
っ
て
る
こ
の

勢
い
を
そ
の
ま
ま
新
年
度

も
継
続
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
（
宮
本
通
信
員
）

６
月
７
日
（
日
）
、
第

19
回
青
年
技
能
競
技
大
会

が
大
牟
田
支
部
会
館
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
14
名
の
選
手
が
出
場
し
、

大
牟
田
支
部
か
ら
は
南
関

分
会
の
井
堀
幹
也
さ
ん

（
32
才
）
が
出
場
し
ま
し

た
。大

会
は
制
限
時
間
６
時

間
で
課
題
の
「
四
方
転
び

踏
み
台
」
の
図
面
ひ
き
か

ら
製
作
ま
で
を
行
い
ま
す
。

競
技
が
開
始
さ
れ
る
と
、

静
ま
り
返
っ
た
会
場
に
は

図
面
を
書
く
音
が
響
き
渡

り
ま
し
た
が
、
１
時
間
も

す
る
と
図
面
を
書
き
上
げ

た
選
手
が
次
々
と
墨
づ
け

し
削
り
作
業
に
入
り
ま
す
。

一
気
に
鉋
と
鋸
を
引
く
音

へ
と
雰
囲
気
は
一
変
し
ま

し
た
。
選
手
の
真
剣
な
ま

な
ざ
し
と
手
つ
き
は
ま
さ

に
職
人
そ
の
も
の
で
、
日

ご
ろ
培
っ
た
技
術
を
披
露

し
ま
し
た
。

見
事
時
間
内
に
完
成
さ

せ
た
選
手
の
作
品
は
厳
正

に
審
査
さ
れ
、
上
位
３
名

が
９
月
に
長
野
県
松
本
市

で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。優

勝
は
西
福
岡
支
部
の

生
田
和
広
さ
ん

（
32
才
）
が
選

ば
れ
、
井
堀
さ

ん
は
惜
し
く
も

全
国
大
会
へ
の

出
場
を
逃
し
ま

し
た
が
、
「
来

年
に
向
け
て
、

一
年
間
腕
を
磨

き
ま
す
。
」
と

語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
（
小
山

田
通
信
員
）

７
月
１
日
か
ら
７
日

は
全
国
一
斉
の
労
働
安

全
週
間
で
す
。
ひ
と
た

び
労
働
災
害
が
お
き
れ

ば
、
本
人
や
家
族
は
大

変
な
状
況

に
追
い
込

ま
れ
ま
す
。

組
合
は
、

仲
間
と
家

族
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
立
場
か
ら
、
労
働
災

害
の
根
絶
を
最
重
要
課

題
と
し
て
、
安
全
対
策

学
習
会
や
現
場
の
安
全

対
策
に
必
要
な
予
算
要

求
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。今

年
も
大
牟
田
労
働

基
準
監
督
署
よ
り
講
師

を
招
き
、
７
月
10
日
に

労
働
安
全
学
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

ま
た
参
加
者
に
は
、

安
全
学
校
修
了
証
を
発

行
し
ま
す
。
監
督
署
に

も
安
全
学
校
実
施
に
参

加
し
た
事

業
所
と
し

て
名
簿
を

提
出
し
ま

す
。

参
加
の
申
込
み
は
、

８
日
ま
で
に
組
合
事
務

所
ま
で
お
電
話
く
だ
さ

い
。

真剣な表情で取組む井堀さん

新年度も団結してがんばろう

日時：７月１０日（金）

午後２時から

場所：組合事務所

申込みは８日までに



【
秋
山
秀
信

南
関
】

同
じ
分
会
の
三
浦
清
仁

さ
ん
の
娘
の
由
芽
ち
ゃ
ん

が
全
日
本
少
年
空
手
道
選

手
権
に
出
場
し
て
、
小
学

２
年
女
子
の
部
で
み
ご
と

優
勝
し
た
そ
う
で
す
。
兄

の
柊
仁
く
ん
も
小
学
５
年

部
門
で
８
位
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。
（
上
の
写
真
）

班
長
会
議
の
な
か
で
話

題
に
あ
が
っ
て
、
全
国
で

優
勝
だ
な
ん
て
、
す
ご
い

成
績
だ
な
と
思
い
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。

【
松
本
マ
サ
ヨ

瀬
高
】

５
月
17
日
「
福
建
労
建

設
職
人
ま
つ
り
」
に
主
人
、

孫
、
私
で
参
加
し
ま
し
た
。

ど
れ
も
、
素
晴
ら
し
い
演

技
で
目
を
見
張
る
ば
か
り

で
し
た
。
体
力
測
定
、
投

げ
餅
、
福
引
き
等
（
３
等

２
枚
）
が
あ
り
、
又
他
の

組
合
員
の
方
々
と
も
ふ
れ

合
い
五
月
晴

れ
の
下
、
楽

し
い
一
日
を

過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

お
世
話
し
て
く
だ
さ
っ
た

役
員
の
方
々
お
疲
れ
様
で

し
た
。

【
藤
本
憲
子

田
隈
】

６
月
に
入
っ
て
梅
雨
に

入
り
、
な
ん
だ
か
毎
日
気

持
ち
か
ら
う
っ
と
う
し
い

で
す
ね
。
だ
け
ど
、
あ
じ

さ
い
の
花
が
美
し
く
見
え

ま
す
。

６
月
６
日
柳
川
の
山
田

屋
に
食
事
に
行
っ
た
ら
、

玄
関
の
外
と
内
側
に
し
ょ

う
ぶ
の
花
が
た
く
さ
ん
鉢

に
植
え
て
あ
っ
て
、
と
て

も
き
れ
い
で
し
た
。
６
月

13
日
は
、
外
孫
の
女
の
子

が
１
才
に
な
り
、
少
し
歩

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
浦
清
美

橘
】

50
周
年
記
念
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
ネ
！
私
は

モ
モ
ナ
シ
が
大
好
き
に
な

り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
パ
ソ

コ
ン
で
モ
モ
ナ
シ
を
検
索

し
て
み
ま
し
た
。
い
ろ
ん

な
所
で
ラ
イ
ブ
し
て
る
ん

で
す
ね
。
ま
た
福
岡
に
こ

な
い
か
な
ぁ
～
。

２０１５年 ７月１日 あ し ば 第５１０号 （４）

７つのまちがい答えと近況を募集。

抽選で５名様に粗品プレゼント。

〒８３６ー００４４大牟田市古町３の２

福岡県建設労働組合大牟田支部

８
月
４
日
に
広
島
で
、

７
～
９
日
に
長
崎
で
、
核

の
な
い
平
和
を
願
う
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
そ
の
会
場
に

む
け
北
海
道
か
ら
、
沖
縄

か
ら
、
平
和
の
た
す
き
を

繋
ぐ
平
和
行
進
が
行
わ
れ

ま
す
。

大
牟
田
は
、
７
月
22
日

16
時
30
分
に
四
山
公
園
で

熊
本
よ
り
引
継
ぎ
大
牟
田

市
役
所
ま
で
歩
き
ま
す
。

23
日
は
９
時
に
大
牟
田

市
役
所
を
出
発
し
、
船
小

屋
ま
で
歩
き
ま
す
。

国
道
を
ず
～
っ
と
歩
き

ま
す
の
で
、
お
時
間
が
あ

る
方
は
少
し
の
距
離
だ
け

で
も
い
い
の
で
、
い
っ
し
ょ

に
歩
い
て
平
和
へ
の
願
い

を
届
け
ま
し
ょ
う
。

【先月の答】①保育士のズボンの折り返し

②左上のカエルの位置 ③前面左から３人目の子の口

④右下のカタツムリがなめくじ ⑤右端の子の鼻

⑥アジサイの葉が１枚窓の中

⑦右から２番目のてるてる坊主のひもの長さ

７月22日（水）
四山公園

（16時30分）

大牟田市役所

（18時ごろ）

７月23日（木）
大牟田市役所

（９時）

船小屋

（1６時ごろ）

◆
６
月
７
日
、
松
原

分
会
の
塚
田
一
喜
さ

ん
が
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
ま
し
た
。
享

年
84
歳
で
し
た
。
謹

ん
で
お
く
や
み
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に

心
か
ら
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

７
月
13
日
（
月
）
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
控
訴
審
へ
支
援

参
加
の
た
め
23
日
（
木
）
は
平
和
行
進
に
参
加
す
る
た
め
事

務
所
を
閉
所
し
ま
す
。

三浦柊仁くん（左）と由芽ちゃん（右）

全
建
総
連
建
設
職
人
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域

に
住
む
住
民
が
新
築
・
リ

フ
ォ
ー
ム
を
依
頼
す
る
際
、

地
域
の
建
設
職
人
を
検
索

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
の

依
頼
者
か
ら
よ
く
聞
か
れ

る
の
が
、
「
誰
に
た
の
ん

だ
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
」
「
一
番
近
く
の
職
人

さ
ん
っ
て
ど
ん
な

人
な
の
？
」
と
い
っ

た
こ
と
で
す
。
そ

う
い
っ
た
声
に
応

え
る
べ
く
開
設
さ

れ
た
の
が
、
こ
の

検
索
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
登
録
は
無
料

で
、
建
設
職
人
支

援
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登

録
で
き
ま
す
。

建設職人支援センター

☆
西
川

明
希
く
ん

（
と
お
き
）

５
月
３
日
誕
生

南
関
分
会

西
川
健
太
郎
さ
ん

☆
坂
田

笑
里
ち
ゃ
ん

（
え
み
り
）

５
月
15
日
誕
生

田
隈
分
会

坂
口

信
二
さ
ん

☆
吉
冨

政
尊
く
ん

（
ま
さ
と
）

５
月
９
日
誕
生

甘
木
分
会

吉
冨

友
幸
さ
ん

☆
梅
崎

夏
芽
ち
ゃ
ん

（
な
つ
め
）

６
月
８
日
誕
生

大
和
分
会

梅
崎

義
勝
さ
ん

☆
平
野

鈴
華
ち
ゃ
ん

（
り
ん
か
）

５
月
30
日
誕
生

事
業
所
分
会

平
野
修
一
郎
さ
ん
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